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研究成果の概要（和文）：  本研究は、日本型授業研究の独自性を解明することを目的としている。
  研究成果として次の結果が得られた。(1)日本型授業研究の類型を3類型に区分し、その段階の特徴を明らかに
した。 (2)歴史的には、1990年代から日本の授業研究は、科学志向から教師と研究者の協働研究に移行してい
る。(3)カリキュラム・マネジメント研究において、授業研究が組み込まれている。(4)日本の授業研究における
座席表授業案やカルテが子ども理解と深い関係がある。(5) 「社会科も初志をつらぬく会」の授業研究において
は、授業計画・実施・評価において、上田薫の思想が基盤にある。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the characteristics of the Japanese approach to 
lesson study. 
　The following results were obtained: (1) Japanese-style lesson study was divided into three 
categories, and the characteristics of each category were clarified. (2) Historically, lesson study 
in Japan has shifted from a science-oriented approach to collaborative research between teachers and
 researchers since the 1990s. (3) In curriculum management studies, lesson studies are incorporated 
and related to curriculum studies. (4) The Japanese school teachers use a lesson plan called 
ZASEKIHYOU-JUGYOUAN in Japan and KART as tools for children's understanding of the teacher. (5) In 
the "SHAKAIKA NO SHOSI WO TURANUKU KAI," which is one of the non-government site educational 
organization, lesson planning, implementation, and evaluation in the lesson study practice are based
 on the thoughts of Kaoru Ueda, who is the leader of the organization.

研究分野：教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　世界各国で多様に展開されている授業研究を背景として、日本型授業研究の理論、理念、方法、手法の独自性
を解明することは、今後の日本の授業研究の展開にとって実践的・学術的意義がある。教育効果を測定する諸外
国の測定ツールに対して、日本のカルテ、座席表などのツールは子どもの質的理解である。子どもの人間関係、
家庭環境、個性を視野に入れた授業計画と実践の背後にある教師の思考体制の解明は、今後の個を重視する授業
実践にとって意義がある。
　学術的には、授業研究は、事例の解釈にともなうアブダクション、パラ言語、分析単位、叙述形式の開発等の
研究に基礎データと仮説を提供できる利点がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本の授業研究は、lesson studies として 1990 年代以降、欧米、アジアなど世界に広がり(的
場 2005： Matoba, Krawfird and Arani 2006: 水越、吉崎、木原、田口 2012)、20 年が過
ぎた。世界では多様な授業研究が展開され、日本型授業研究の独自性が現在問われている。 
 
 (1) 諸外国において、1）バリエーション理論を基礎とした learning study がスウェーデン
や香港で展開され、日本の授業研究との差別化がなされている (Elliot  2008: Lo 2013)。2）
日本の特定の児童生徒を抽出児とした個の子ども研究に対し、イギリスでは、抽出児を case 
students として授業研究に組み込み、授業研究がなされている(Duddly 2012)。個を焦点にし
た日本の授業研究の独自性が問われている。3）授業研究を取り入れた学校経営論である
professional learning community がカナダ、アメリカで展開されている(的場・アラニ 2006)。
デューイとヴィゴッキーの思想を背景した日本および韓国で展開されている学びの共同体論
(佐藤 2006：申 2010)との相違と類似性、及び授業研究の位置が問題となっている。3)ドイ
ツでは、音声分析による授業のコミュニケーション分析(Gruschka  2013)、多量のビデオ記録
のオンライン上の蓄積を背景にした授業ビデオ分析による Unterrichtsanalyse (Schluß & 
Jehle 2013： Mühlhausen & Mühlhausen 2012)など多様な研究が展開されてきている。 
 
(2) 日本において、1）アクション・リサーチを基礎にした授業研究(秋田 2005： 2006)、
心理学、教育工学、人工知能、言語学などの領域での授業研究が急速に進展し、授業研究は複
合領域として展開される必要がある。2）各教科教育の分野で授業研究が 1990 年代以後に展開
され、多様なアプローチとツールの開発がなされている。3）授業研究と教師の成長及び職能開
発の関係が解明されている（木原 2012）。4）事例を分析・解釈する方法として、無音や沈黙
に着目した研究（刑部、小野寺 2002）、エピソート記述論（鯨岡 2005）、質的研究法（シル
バーマン 2006）、概念付与を巡る問題（柴田 2007）など多くの先行研究がある。4）日本教
育方法学会は、日本の各分野の授業研究を総括し、展望を示した（日本教育方法学会 2009: 
National Association for the Study of Educational Methods 2011）。事実をエビデンスとし
て発掘する手法と概念化に伴う諸問題を解明する手法の開発、及びそれに関連する理論的課題
の解明が求められている。5）日本の学校の教育実践では、世界の動向と相対的に独立しながら
も影響を受けて、各学校で授業研究が直接的には授業改善や教師の教育観の反省のために展開
されている（愛知県新城市立新城小学校 1993: 上田薫, 静岡市立安東小学校 1977: 2005）。
民間教育団体においても、授業研究の成果が蓄積されている（社会科の初志をつらぬく会 
2008： 1997）。これらの背景には、世界と日本の学会が授業研究に注目していること、2007 年
に創設された授業研究に関する国際学会（The World Association of Lesson Studies）が
国際交流のプラットホームとなり、グルーバルな視点とローカルな視点から自国の授業研究を
みる基礎が形成されたことがある。 
 日本の授業研究が世界に広がり、４半世紀過ぎようとする現在の段階で日本型授業研究の独
自性を明らかにし、世界の研究を牽引する必要がある。 
 
２．研究の目的 
  (1) 本研究は、日本型授業研究の独自性を解明することを目的としている。授業研究は、そ
れぞれの国、各地域、各学校の文化やこれまでの実践の歴史や伝統、地域・学校・学級集団の
性格など文脈に依存した研究である。そして、授業研究の研究対象は、教材研究、授業計画、
子どもの思考、教師の成長、学校・学級集団形成など多くの領域がある。そこで、本研究では、
授業研究が追究する対象領域を、４つの依存度レベルに区分し、以下の研究課題を設定した。 
 課題１）日本の板書、座席表など文化に根ざした授業研究・分析の精神を解明する。課題２）
授業研究のメソドロジーと授業研究および授業分析のアプローチの独自性を解明する。課題３）
授業分析の手法と道具：授業研究および授業分析の研究手法と道具（ツール）の独自性を解明
する。課題４）日本独自に展開された国語科、社会科、理科、算数／数学における授業研究の
手法と教材開発、発問開発、など教科のどのような側面が改善されるのかを解明する。課題 5）
授業研究とカリキュラム開発の関係を解明する。課題 6）日本の子どもの思考研究の独自性を、
香港やスウェーデンにおける learning studyとの相違点の解明を通して明らかにする。課題７）
日本型授業研究における授業研究と教師の資質形成の関係と実践の独自性と地域による多様性
を明らかにする。課題８）授業研究を日本において独自に展開されてきた学級づくりや学校づ
くりを集団形成論の視点から明らかにし、協働的な授業研究がどのように学級・学校づくりに
機能するか明らかにする。課題９）教育方法／指導法の改善は授業研究によってどのようにな
されるかを解明する。課題 10）授業研究の背後にあるメンタルモデルあるいはテーチング・ス
クリップトなどメタ理論を文化比較から解明する。 
 
３．研究の方法 
 (1)研究方法としては、文献調査、授業研究における授業実践の分析、教育実践へ再文脈化す
るデザイン研究、ドキュメントベースのインタビュー調査、メンタルモデルを解明する文化比
較の手法を行う。 
 



 (2) 授業研究における事例選択の方法と事例へのアプローチは、以下の方法をとった（的場 
2016）。事例の選択手順は、①研究の歴史区分、②提案実践の所属校あるいは研究母体の解明、
③研究母体のグループ化、④グループの代表的事例の抽出の 4段階である。収集する情報を方
向付け限定するための事例へのアプローチは、①教育哲学的アプローチ、②教育理念及び思想
的アプローチ、③教育場面での実施、改善など実践的な関心にもとづく教育実践的アプローチ、
④価値中立的に他のさまざまな教育活動との関連の中で検討する社会科学的アプローチのアプ
ローチをとった。 
 
  (3) 授業実践の分析は、授業逐語記録における転記情報の付加の範囲と程度の妥当性を７つ
の段階を通して検討し（的場 2015）、①授業逐語記録の分節わけ、②発言における授業諸要因
を抽出するための語の整理、③発言の選択、④発言の整理、⑤発言の解釈、⑥意味単位の確定、
⑦中間項による記述、⑧関係の解釈と記号による関係の明示化、⑨要因の抽出、⑩次の実践へ
の応用という段階の方法を開発し、発言記録の分析に応用した。 
 
４．研究成果 
 ＊学会発表の場合には（的場 C2018）、国際学会など英文発表では(Matoba C2018)と表記する。 
(1) 日本型授業研究の特徴を解明するために、仮説的に授業研究の類型と段階を以下のよう
に設定した。類型 1は授業改善をめざす授業研究、類型 2は教師の職能成長をめざす授業研究、
類型 3は授業分析を内に含んだ教育学の知識の創造をめざす授業研究である。これらの類型の
授業研究の段階を、各類型の授業研究が背後に持っている認識利害（Interest）、計画（Planning）、
実施（Implementing）、観察（Observation）、協議（Discussion）、反省（Reflecting）、改善
（Revising）、報告（Reporting）に区分して、各類型の特徴を示した（的場 2018： Matoba C2009）。 
 
（2）授業研究は、1960 年代から 1980 年代までは、砂沢喜代次（1966）や佐伯正一（1975）
の定義にみられるように科学的志向が強い。1900 年代では、法則性の追究ではなく、臨床的研
究として捉えられてくる（稲垣 2006：108-114）。特に、佐藤学の授業研究批判とその克服の提
案によって（佐藤 1992）、すべての領域の研究者の総合研究の場として捉えられてくる。授業
研究は、現在、重層的な側面に注目して定義されている（的場 2017、163）。 
授業分析には次の課題がある：1)授業研究における授業分析の位置(Matoba C2016: C2014)、
2)授業分析の分析段階、3)授業の可能性を解明するための基礎となる授業逐語記録の叙述形式
の問題(的場 2015: C2014: Matoba C2016)、4)叙述形式の１つの形式である中間項の設定とそ
れによる分析(Matoba  2017a:的場 C2015)、5)分析単位、6)解釈の機能(的場 C2016: C2015)、
7)転記情報（的場 C2015）、8)記録を基礎とした日本型の授業研究の特徴（的場 C2016: Matoba 
C2017）、9)解釈や記述の視覚化（Matoba C2017）。 
  
(3) 研究方法や手順の開発に関する成果は以下の通りである。1）授業研究の区分に関する枠
組である。授業研究の文化依存度を４のレベルに区分した。一方、授業研究を３類型と８段階
に区分した。両者を組み合わせたモデルを作成した（的場 C2018）。2）実践報告を事実と解釈
に区分し、再構成する 4 段階の手順を開発した(的場 2017)。3）事例を分析する研究方法と手
順として、①事例の単位（発言、エピソード、授業、単元、個人の実践家、学校、教育運動団
体など分析単位の想定）、②分析事例の選択、③選択事例の代表性の批判的検討、④選択された
事例の文脈、⑤収集された資料の記述・叙述、⑥事例の分析方法と手順の明確化、⑦事例の概
念化と意味付与、⑧事例の分析と解釈と解釈共同体、⑨言説の実践への内在化とその明示化す
る手法に関連する諸問題を解明した（Matoba C2018: 的場 2017：C2016）。 
 
(4) 日本の授業研究の実践研究基盤として次の 3団体を選定し、特色を明らかにした。 
第 1の団体は、上田薫・重松鷹泰らによる日本型授業研究の代表的な＜社会科の初志をつら
ぬく会＞とその実践校である。1）この団体の授業研究は、実践校の提案に基づく研究集会での
討論、その討議を方向ふける研究部の理論形成に特徴があり(的場 2019b)、拠点校における授
業研究の基盤形成がそれを支えている。＜社会科の初志をつらぬく会＞の授業研究においては、
機関誌『考える子ども』の編集長であり校長であった愛知県新城小学校や上田薫が長く係わっ
た静岡市立安東小学校、及び信州の多くの学校において、学校文化として各学校独自に定式化
された日本型授業研究が実践されてきた。2）全国研究集会で提案した２人の授業実践を分析し、
①実践を支えた研究母体の存在、②長期の実践、③抽出児の設定とそれを捉えるカルテや座席
表などのツールであることを明らかにした（的場 2016a）。3）表現形式と思想の関係から述べ
ると、上田薫の数個の論理の説明は詩的であり、日常の言葉でまるで情景を映し出す文章であ
り、警告的で格言的でもある。この表現形式と思想形成は相互に関連がある。上田薫の思想の
基盤は動的相対主義であるといわれてきた。真如として性格づけられる無ないし空を言葉にす
ることは、筒井敏彦によると「分節」つまり「言語意味的事態」として捉えることである（1991,26）。
子どもを丸ごと捉えることは、絶対を前提にせず、究極をもとめ、相対的にならざるを得ない。
その意味で、西田幾多郎の思想との関係と平行してレンマ学との関係を解明することが必要で
ある。 
第２の団体は、各県や市には、教育研究所や教育センターがある。岐阜県瑞浪市の教育研究



所の授業記録を基礎にした授業研究は歴史的変遷、特に学習指導要領の変遷に対応して変化す
るが、記録を基礎とする研究は一貫していた（Kanazu & Matoba C2015）。 
第 3の団体は、大学の附属学校である。奈良女子大学附属小学校を事例として、金津琢也が、
総合学習の系譜と児童の探求的な学びを促進する協同的な学習としての学習法の実践を明らか
にし（金津 2017）、尾石忠正の自立発見読み学習法の「ひびき読み」に関する附属小の学習法
が他の学校に普及していったことを明らかにした（金津 C2017）。 
 
(5)田村知子は、日本のカリキュラム・マネジメントの現状と校内研修としての授業研究の関
係、そして、理論と現実との関係と課題（吉崎 2019）を明らかにし、特に、子どもが学習過
程を評価する授業研究の事例をカリキュラム・マネジメントに位置づけ、その具体例を公表し
た（Tamura C2016）。 
 
(6)カルテや座席表を使用している授業実践の具体的展開の分析の結果（的場 C2018: 
C2016）、子どもの問題追究の芽、子どもへの願い等を記述したツールとしてのカルテ、座席表
授業案が重要な役割を果たしていることが明らかになった。ここでは具体的で個別的な問題へ
の微視的正対、広い視野をもった問題の巨視的な把握を媒介にした深くえぐる微視的問題追究、
といった同時的、循環的な問題追究の過程が語られている（的場 2020）。この団体の授業研究
は、バリエーション・セオリーを基礎とする learning study とは異なる基礎理論を背景として
いる。 
 
（7）授業記録を語彙のレベルで分節化し、その関係を解釈することによって子どもの思考に
おいて作用する諸要因を抽出した。第 1回目の教師へのインタビュ調査では、「正と反」、「拮抗
の状況」、など教師の使用する概念の背後に、上田薫の概念である「視野」、「正対」があること
が分かった（的場 C2017e: 2018b）。第 2回目（2019 年）の教師への調査では、人間関係を背
景として新しい拮抗が生まれるために対象を「見つめる」「見直す」「新しい視野」「こだわる」
「見直す」という正反の止揚という教師の考え方があることを明らかにした（的場 2019：
C2018）。 
 
(8)各教科での成果としては以下のものがある。国語科においては、金津琢也が、想定外の発
言に耳を傾け受け止めることによって教師の実践的力量が高まることを小学校の国語で事例的
に明らかにした（金津 2017）。理科においては、大野栄三は、北海道の小規模学校間における
オンラインを利用が理科の授業研究に有効で可能性があることを明らかにした
（Yuta,Chun,Ohno C2015）。公民教育に関する研究としては、原宏史は、対立と合意・効率と公
正という諸概念と公共や幸福・正義・公正との接続を論じた（2018）。小林宏己は、生活科を
例として、固有名詞、つぶやきの具体的な記述方法が研究授業の討議に有効であることを示し
た（鹿毛・藤本 2017）。 
 
(9)理科教育の仮説実験授業における集団活動としての実験と話し合い活動のなかで、大野栄
三は実験結果と自分のもつ考えや誤解と矛楯する状況が概念を構成する活動の原動力になるこ
とを明らかにした（深澤、吉田 2018）。 
 
(10)ブルネイと日本の国交樹立 30 周年の記念行事として実施された国際セミナーにおいて
的場正美は授業分析を組み入れた授業研究の方法を説明した(Matoba C2014)。久野弘幸は、奈
良女子大学附属小学校の事例とその分析視点を解題した(Kuno C2014)。的場、久野、柴田好章
を中心に、ブルネイの全学校の教師が４つのグループに分かれ、ブルネイの学校で研究授業を
実施し、観察・記録し、協議会を開催し、子どもが問題を追及する問題解決的、探究的学習の
模索をした。その成果はブルネイで報告書として出版された。 
田上哲は、日本と主に韓国及び中国との二国間の授業研究を促進する国際会議を開催し、そ
の中で事例研究と授業分析の意味と可能性を論じた（田上 C2016）。 
 
(11)ドイツ語圏における授業研究の発信として、久野弘幸が日本の中学校社会科の授業実践
とその長期の記録をもとに、その授業実践者と共同で、中学校における問題解決学習過程の詳
細な分析を行い、ドイツ語で発信した（Gloe & Oeftering 2017）。的場正美は、中間項の設定
により、授業記録から要因を抽出する具体的を発信した（同）。 
  
(12)視覚化が困難であるが、違いが意識される文化的スクリップトに関する研究は、サルカ
ール・アラニ・モハメッド、レザ、柴田好章、久野弘幸によって 2つの段階で国際比較研究が
なされた。1 つは２国間の授業をそれぞれの学校教員が相互に批評・比較することでそれぞれ
の国の学校文化のスクリプトを解明する実験がなされた。第 2は、類似した教材による授業研
究を相互に、別な文化の教員が視聴し、分析することによって、例えば、「探究的学習を授業に
応用する」ことについては日本の教員は効果があると判断し、シンガポールの教員は反対する、
等、その同一性と差異を明らかにする実験がなされた（Arani 2014）。 
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